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い っ て 人
口に膳炎し




定 し て い る わ
けではないこともまた周知の事実である。





















あ る い は 三
か月、
もしくは長い期間




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































が 国 語 に 寄
与する
実感を与
えることができると考える。
中高
共通教材に考
察
を加えた
先行
研究
として、
大橋（ニ
00八）
を
挙
げる。
大橋は、
リズ
ム・
音
節数、
押 韻
、
対旬
への注目や、
典故
表現
を示すことを提
案
している。
深い
読
解へ
向けた関心の高まりを
ねらいとしたものである。
この
提 案
をもとに、
文構
造
への注目や
理
解の
手立て
の一
っ
とし
て対旬や典
故表現
を教
示することによって、
学習
者の漢文
への意
欲喚
起を図った
単元を
実 践
を 通
して考
察
する。
実 践
後のアンケ
ート
より、
次の
回 答
を 掲
載す
る。
「述
語を見つけるときに
は対旬を
利
用することや
、
対旬を
使うことによる
効果
を知
ることができました
。
中 学
校で
習
った意
味
とは少
し違っていて、
品 詞
などの
位置が同じ
になるのは知
り
ませんで た。
また、
典故
表現
では文のニ
ュア
ンス
な
どが
分かるので内容をより
深く
読み
取ることができる
（北
海道
旭川
東 高
等学校
）
のでこれから意
識
して
読
んでみたいです。
また、
典故
表
現を
見つける
ためにもいろいろな
漢文を
読
むことが大切
だと
思いました。
」
この
回
答か
ら、
学習
者は、
対旬や典
故表現
が
漢詩解釈に
向けて
価値
あるものだと
捉
えたことがわかる。
また、
多様
の 漢
文を
読
むことの必要を感じ
るなど意
欲に
も
影響
があっ
たことがわかる。
つまり、
この
単元により、
漢文
学習
への
意 欲
喚起
や 読
む 視
点の
獲
得がなされたと
捉
えることができ
よう。
＊大
橋賢
一
「中高共通教材
として
の杜
甫
「春望」
の指
導法
に
ついて
」
（『
国語教室
」
第八十八号、
大修館書店、
二0
0八
年）
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